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(57)【要約】
【課題】液晶表示装置において、バックライト輝度を低
下させる低消費電力モードでの低階調の視認性を高める
。
【解決手段】通常モードでの最低入力階調に対応する輝
度を第１輝度、低消費電力モードでの最低入力階調に対
応する輝度を第２輝度、通常モードでの最高入力階調に
対応する輝度を第３輝度、低消費電力モードでの最高入
力階調に対応する輝度を第４輝度とするとき、通常モー
ドと低消費電力モードとでガンマ値を同一にしつつ、第
２輝度／第１輝度＞第４輝度／第３輝度に設定する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　低消費電力モードでは通常モードよりもバックライトの輝度を低下させる液晶表示装置
であって、
　通常モードでの最低入力階調に対応する輝度を第１輝度、低消費電力モードでの最低入
力階調に対応する輝度を第２輝度、通常モードでの最高入力階調に対応する輝度を第３輝
度、低消費電力モードでの最高入力階調に対応する輝度を第４輝度とするとき、
　通常モードと低消費電力モードとでガンマ値を同一にしつつ、第２輝度／第１輝度＞第
４輝度／第３輝度と設定される液晶表示装置。
【請求項２】
　全階調を低階調側と高階調側に２分したときの低階調側に含まれ、かつ最低入力階調で
ない所定入力階調について、通常モードでの上記所定入力階調に対応する輝度を第５輝度
、低消費電力モードでの上記所定入力階調に対応する輝度を第６輝度とするとき、
　第６輝度／第５輝度＞第４輝度／第３輝度と設定される請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　低消費電力モードでは、静止画を随時点灯表示する請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　通常モードでのガンマ値をγ、最低入力階調を０番目の階調、最高入力階調をＭ番目の
階調とし、上記第４輝度を１に規格化したときに、低消費電力モードでのＸ番目の入力階
調に対応する輝度ＬＸが、
　ＬＸ＝Ａ＋（１－Ａ）×（Ｘ／Ｍ）γ、かつ０＜Ａ＜１に設定される請求項１記載の液
晶表示装置。
【請求項５】
　低消費電力モードでのコントラストをＮとし、Ｎ＞１であるときに、Ａ＝１／Ｎとされ
た請求項４記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　γ＝２．２である請求項４記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　低消費電力モードでは通常モードよりもバックライトの輝度を低下させる液晶表示装置
の駆動方法であって、
　通常モードでの最低入力階調に対応する輝度を第１輝度、低消費電力モードでの最低入
力階調に対応する輝度を第２輝度、通常モードでの最高入力階調に対応する輝度を第３輝
度、低消費電力モードでの最高入力階調に対応する輝度を第４輝度とするとき、通常モー
ドと低消費電力モードとでガンマ値を同一にしつつ、第２輝度／第１輝度＞第４輝度／第
３輝度と設定する液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョン放送を表示するときよりもバックライトの輝度を低下させて、例えば静止
画像を表示する低消費電力モードを備えた液晶表示装置が提案されている。なお、特許文
献１には、動画映像の種類（スポーツ、ニュース等）に応じてガンマ特性を変更する技術
が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９―１２２３６７号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような低消費電力モードでは、バックライト輝度の低下によって低階調の視認性が
悪化するという問題がある。本発明の目的は、低消費電力モードでの低階調の視認性を高
めることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本液晶表示装置は、低消費電力モードでは通常モードよりもバックライトの輝度を低下
させる液晶表示装置であって、通常モードでの最低入力階調に対応する輝度を第１輝度、
低消費電力モードでの最低入力階調に対応する輝度を第２輝度、通常モードでの最高入力
階調に対応する輝度を第３輝度、低消費電力モードでの最高入力階調に対応する輝度を第
４輝度とするとき、通常モードと低消費電力モードとでガンマ値を同一にしつつ、第２輝
度／第１輝度＞第４輝度／第３輝度と設定される。
【０００６】
　上記構成によれば、画の見栄えを担保しながら低消費電力モードでの低階調の視認性を
高めることができる。
【０００７】
　本液晶表示装置では、全階調を低階調側と高階調側に２分したときの低階調側に含まれ
、かつ最低入力階調でない所定入力階調について、通常モードでの上記所定入力階調に対
応する輝度を第５輝度、低消費電力モードでの上記所定入力階調に対応する輝度を第６輝
度とするとき、第６輝度／第５輝度＞第４輝度／第３輝度と設定される構成とすることも
できる。
【０００８】
　本液晶表示装置では、低消費電力モードでは、静止画を随時点灯表示する構成とするこ
ともできる。
【０００９】
　本液晶表示装置では、通常モードでのガンマ値をγ、最低入力階調を０番目の階調、最
高入力階調をＭ番目の階調とし、上記第４輝度を１に規格化したときに、低消費電力モー
ドでのＸ番目の入力階調に対応する輝度ＬＸが、ＬＸ＝Ａ＋（１－Ａ）×（Ｘ／Ｍ）γ、
かつ０＜Ａ＜１に設定される構成とすることもできる。
【００１０】
　本液晶表示装置では、低消費電力モードでのコントラストをＮとし、Ｎ＞１であるとき
に、Ａ＝１／Ｎとされた構成とすることもできる。
【００１１】
　本液晶表示装置では、γ＝２．２である構成とすることもできる。
【００１２】
　本液晶表示装置の駆動方法は、低消費電力モードでは通常モードよりもバックライトの
輝度を低下させる液晶表示装置の駆動方法であって、通常モードでの最低入力階調に対応
する輝度を第１輝度、低消費電力モードでの最低入力階調に対応する輝度を第２輝度、通
常モードでの最高入力階調に対応する輝度を第３輝度、低消費電力モードでの最高入力階
調に対応する輝度を第４輝度とするとき、通常モードと低消費電力モードとでガンマ値を
同一にしつつ、第２輝度／第１輝度＞第４輝度／第３輝度と設定する。
【発明の効果】
【００１３】
本発明によれば、低消費電力モードでの低階調の視認性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本液晶表示装置における通常モードおよび低消費電力モード並びに参考例のガン
マ特性（入力階調－輝度）を示すグラフである。
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【図３】本液晶表示装置における通常モードおよび低消費電力モード並びに参考例のガン
マ特性（入力階調－規格化輝度）を示すグラフである。
【図４】本液晶表示装置における通常モード（ガンマ２．２）および低消費電力モード並
びにガンマ１．８のガンマ曲線（入力階調－規格化輝度）を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の実施形態を図１～図４に基づいて説明すれば以下のとおりである。
【００１６】
　図１は本液晶表示装置の構成を示すブロック図である。図１に示すように、液晶表示装
置ＬＣＤ（テレビジョン受像機）は、ユーザインターフェースＵＩＦ、チューナＴＵＮ、
デコーダＤＣＲ、表示制御回路ＤＣＣ、パネルドライバ回路ＰＤＣ、液晶パネルＬＣＰ、
バックライトドライバ回路ＢＤＣ、およびバックライトユニットＢＬＵ（バックライト）
を備える。
【００１７】
　アンテナ（図示せず）で受信された映像信号はチューナＴＵＮおよびデーコーダＤＣＲ
を経由して映像データとされ、表示制御回路ＤＣＣに入力される。表示制御回路ＤＣＣは
、入力された映像データに、ガンマ補正（入力階調に対応する輝度を決定する処理）を含
む各種の処理を行い、パネルドライバ回路ＰＤＣおよびバックライトドライバ回路ＢＤＣ
を制御する。なお、パネルドライバ回路ＰＤＣは液晶パネルＬＣＰを駆動し、バックライ
トドライバ回路ＢＤＣはバックライトユニットＢＬＵを駆動する。
【００１８】
　本液晶表示装置では、ユーザからの指令（低消費電力モードを開始する指令）がユーザ
インターフェースＵＩＦを介して表示制御回路ＤＣＣに入力されると、表示制御回路ＤＣ
Ｃは、バックライトドライバ回路ＢＤＣにバックライトユニットＢＬＵの輝度を下げるよ
うに指令するとともに、通常モード（テレビジョン放送等を通常の輝度で表示するモード
）とは異なる低消費電力モード用のガンマ補正を行う。
【００１９】
　すなわち、通常モードでの最低入力階調（０階調）に対応する輝度を第１輝度Ｌ１、低
消費電力モードでの最低入力階調に対応する輝度を第２輝度Ｌ２、通常モードでの最高入
力階調に対応する輝度を第３輝度Ｌ３、低消費電力モードでの最高入力階調に対応する輝
度を第４輝度Ｌ４とするとき、通常モードと低消費電力モードとでガンマ値を同一にしつ
つ、第２輝度Ｌ２／第１輝度Ｌ１＞第４輝度Ｌ４／第３輝度Ｌ３と設定する。より詳細に
は以下のとおりである。
【００２０】
　通常モードでのガンマ値をγ、最低入力階調を０番目の階調、最高入力階調をＭ番目の
階調、Ｘ番目の入力階調に対応する輝度をＬＸとしたときに、通常モードでは、ＬＸ＝Ｌ
１＋Ｋ×（Ｘ／Ｍ）γとなる（Ｋ＞０，γ＞０）。なお、この場合、第３輝度Ｌ３＝Ｌ１
＋Ｋ、第４輝度Ｌ４＝（Ｌ１＋Ｋ）／Ｃ、Ｌ４／Ｌ３＝１／Ｃとなる。よって、バックラ
イトユニットＢＬＵの輝度を通常モードの１／Ｃにすると（Ｃ＞１）、参考例のようにＬ
Ｘ＝Ｌ１／Ｃ＋（Ｋ／Ｃ）×（Ｘ／Ｍ）γとなり、低階調の輝度が低くなりすぎる（暗い
画の視認性が大幅に悪化する）。そこで、消費電力モードでは、γを通常モードと同一に
しながらＬ２＞Ｌ１／Ｃ（⇔Ｌ２／Ｌ１＞Ｌ４／Ｌ３）とし、ＬＸ＝Ｌ２＋（Ｌ４－Ｌ２
）×（Ｘ／Ｍ）γとしている。
【００２１】
　ここで、上記第４輝度Ｌ４を１に規格化し、Ｍ＝１０２０としたときには、図３に示す
ように、低消費電力モードでのＸ番目の入力階調に対応する輝度ＬＸは、ＬＸ＝Ａ＋（１
－Ａ）×（Ｘ／１０２０）γ、かつ０＜Ａ＜１となる。ガンマ値としては、通常モードと
同じあればよく、２．２（γ２．２）とすることが一般的であるが、別の値でも構わない
。
【００２２】
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　こうすれば、ガンマ値を維持しながら低階調の輝度を浮かすことができ、バックライト
ユニットＢＬＵの輝度を大幅に落とした場合（白階調ベタ表示でパネル表面輝度が100ｃ
ｄ／ｍ２程度）でも、低階調の視認性を確保することができる。なお、低消費電力モード
でのコントラストをＮ（Ｎ＞１）として、Ａ＝１／Ｎとすることができ、Ｎ＝５０で良好
な視認性が確認されている。
【００２３】
　液晶テレビを随時点灯してインテリアの一部（絵画）にする場合には、画面輝度を下げ
ながら低階調の視認性を確保することおよび消費電力の抑制が要求されるため、上記低消
費電力モードが好適である。
【００２４】
　なお、図４のように、ガンマ値を下げる（例えば、通常モードのγ２．２を、画面輝度
を落としたときにγ１．８に変更する）ことでも中間調の輝度を上げることはできるが、
ガンマ値自体が変わってしまうため、見栄えが大きく異なってしまう。
【００２５】
　本発明は上記の実施の形態に限定されるものではなく、上記実施の形態を技術常識に基
づいて適宜変更したものやそれらを組み合わせて得られるものも本発明の実施の形態に含
まれる。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
　本発明の液晶表示装置は、例えば、各種液晶ディスプレイや液晶テレビに好適である。
【符号の説明】
【００２７】
　ＬＣＤ　液晶表示装置
　ＬＣＰ　液晶パネル
　ＩＰＣ　映像処理回路
　ＢＬＵ　バックライトユニット
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